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＜ふるさと回想＞ 

私は鹿児島県大隅半島の旧大隅町月野という緑豊かな農山村で育ちました。鹿児島の名産品「茶」

の生産が盛んな地域ですが知名度は高くありません。私の実家は表作 

で焼酎用芋、裏作で菜種やそば、白菜等を栽培し、肉用牛 2 頭を飼育 

する零細農家でした。当時は周りがほとんど農家だったので実感は無 

かったのですが、当時を振り返ると農畜産業はほぼ無休で重労働のわ 

りに収益が極めて低かったと思います。特に畑作は、人の「技術力」 

に依存する労働集約型栽培であり、経験が浅いと経営に失敗する可能 ■緑豊かな母校：曽於市立月野小学校 

性もあるので新規就農や技術承継は容易ではありません。隣接地域は国営土地改良事業の受益地で

したが、私の地域は水が乏しく農作物の品評も高くありませんでした。 

ただ、大隅は武道にちなんだ「弥五郎どん祭り」の開催地であり県内では多少知られていました。 

＜学生時代＞ 

公務員を志望するようになったのは高校時代です。高校時代は国分市 

（現霧島市）で寮生活を送り、毎日野球に明け暮れていました。ここは地 

方都市とはいえ、かつては「たばこ」で名高い農業の盛んな地域です。 

このような少年期の生活環境や農業経験、得意科目が物理だったこと、 

技術系公務員を志望していたことを総合的に考え、大学は農学部農業土木 

学を選びました。これは今でも正しい選択だったと確信しています。  ■県下三大祭り：弥五郎どん祭り 

大学・大学院時代は弾塑性学や土壌物理学を応用する研究を行い、当時は学術研究に関心が高かっ

たので就職先は研究職を希望しましたが、結果的に農林水産省の技官に採用していただきました。 

＜地域ブランド＞ 

早いもので就職後 25 年以上が経過し現役生活も残り 10 年とな 

りました。この間、経済社会の変化は著しく高齢化・人口減少が現 

実となり過去の経験に頼っていては現状維持すら困難となりました。 

こうした時代でも私のふるさとには、地域特産品をブランド化して ■月野の特産品：弥五郎スイカ 

需要拡大、市場開拓に成功しているスイカがあります。それが「弥五郎スイカ」で、私も子供の頃

時々収穫の手伝いをしていましたが、当時は全くの無名でした。それから 30 数年後、付加価値を

高めて今では全国市場に進出されています。ふるさとの祭り「弥五郎どん」への思い入れと、消費者

志向に徹した栽培技術、ネットやメディアの活用等が戦略的に行われた成果なのでしょう。灯台下

暗し。「農業所得の向上による地域活性化」のヒントは意外にも身近に存在するのかもしれません。 
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